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「
す
で
に
備
わ
っ
て
い
る
保
障
」
と

「
準
備
で
き
て
い
る
資
金
」
を
確
認

　

死
亡
保
障
の
中
心
的
な
役
割
は
、
一
家
の

大
黒
柱
に
万
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
の

「
遺
族
の
生
活
保
障
」
で
あ
る
。
日
常
生
活

費
は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
の
将
来
を
考
慮
し

て
の
教
育
費
準
備
な
ど
も
含
ま
れ
る
。

　

た
だ
し
、
死
亡
保
障
に
限
ら
ず
、
保
障
設

計
を
立
て
た
り
見
直
し
た
り
す
る
際
に
は
、

「
す
で
に
備
わ
っ
て
い
る
保
障
」
や
「
準
備

で
き
て
い
る
資
金
」
の
チ
ェ
ッ
ク
が
不
可
欠

で
あ
る
。
遺
族
の
生
活
保
障
と
し
て
必
要
な

金
額
が
、
そ
れ
ら
だ
け
で
は
不
足
す
る
場
合

に
生
命
保
険
で
準
備
す
る
と
い
う
手
順
で
加

入
保
険
金
額
を
決
め
な
い
と
、
適
切
な
保
障

額
と
は
な
ら
な
い
（
図
表
２
参
照
）。

　

こ
の
ケ
ー
ス
で
も
、
最
初
に
確
認
す
べ
き

「
す
で
に
備
わ
っ
て
い
る
保
障
」
と
し
て
、

公
的
保
障
の
「
遺
族
年
金
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

Ｂ
子
さ
ん
の
夫
は
厚
生
年
金
加
入
者
で
あ
る

か
ら
、「
遺
族
基
礎
年
金
」
と
「
遺
族
厚
生

年
金
」
が
考
え
ら
れ
る
が
、
子
ど
も
は
２
人

と
も
す
で
に
18
歳
の
年
度
末
を
過
ぎ
て
い
る

の
で
、「
遺
族
基
礎
年
金
」
は
対
象
外
で
あ
る
。

Ｂ
子
さ
ん
が
要
件
を
満
た
せ
ば
、「
遺
族
厚

生
年
金
」
の
受
給
対
象
に
な
る
。

　

そ
の
要
件
の
ひ
と
つ
が
Ｂ
子
さ
ん
の
収
入

だ
。
共
働
き
世
帯
の
妻
Ｂ
子
さ
ん
は
、
専
門

知
識
を
活
か
し
て
フ
リ
ー
で
働
い
て
お
り
、

７
０
０
〜
８
０
０
万
円
程
度
の
年
収
が
あ
る
。

恒
常
的
に
８
５
０
万
円
以
上
の
年
収
と
な
ら

な
い
か
ぎ
り
、「
遺
族
厚
生
年
金
」
は
受
け

取
れ
る
。
Ｂ
子
さ
ん
自
身
の
収
入
も
「
す
で

に
準
備
で
き
て
い
る
資
金
」
の
ひ
と
つ
と
い

え
る
十
分
な
額
で
あ
り
、
今
後
も
現
在
と
同

程
度
の
収
入
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
生
活

資
金
は
十
分
回
る
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

教
育
費
に
対
す
る
不
安
に
つ
い
て
は
、
大

学
院
生
と
大
学
生
と
い
う
こ
と
で
、
教
育
費

負
担
も
あ
と
２
〜
３
年
で
終
了
す
る
。
何
と

い
っ
て
も
、「
す
で
に
準
備
で
き
て
い
る
資

金
」
の
中
核
、
金
融
資
産
が
十
分
に
あ
る
。

い
ま
夫
に
万
一
の
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
Ｂ
子

さ
ん
の
収
入
と
金
融
資
産
で
こ
の
２
〜
３
年

を
乗
り
切
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
る
。

　

ま
た
、
夫
名
義
で
組
ん
で
い
る
住
宅
ロ
ー

ン
は
団
体
信
用
生
命
保
険
に
よ
り
、
万
一
の

場
合
に
は
住
宅
ロ
ー
ン
が
完
済
す
る
。
住
居

費
へ
の
不
安
も
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
ケ
ー
ス
の
場
合
、

大
き
な
死
亡
保
障
は
不
要
と
結
論
づ
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

保
険
料
支
払
い
能
力
が
高
い
と

保
障
額
が
大
き
く
な
り
が
ち

　

と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
Ｂ
子
さ
ん
の
夫
は

合
計
１
億
２
０
０
０
万
円
も
の
死
亡
保
障
を

備
え
て
い
る
（
図
表
３
参
照
）。
明
ら
か
に

入
り
す
ぎ
だ
。

　

入
り
す
ぎ
を
招
く
要
因
と
し
て
、

・
死
亡
保
障
の
不
足
額
を
算
出
し
て
い
な
い

・
高
収
入
で
保
険
料
負
担
が
気
に
な
ら
な
い

・
貯
蓄
も
兼
ね
て
い
る
と
誤
解
し
て
い
る

・
仕
事
上
の
付
き
合
い
な
ど
加
入
し
て
お
く

べ
き
理
由
が
あ
る

・
役
職
上
の
必
要
が
あ
る

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

家
計
収
支
か
ら
今
後
の
必
要
生
活
費
を
予

測
し
、「
す
で
に
備
わ
っ
て
い
る
保
障
」や「
準

備
で
き
て
い
る
資
金
」
を
差
し
引
い
て
加
入

し
た
い
保
険
金
額
を
算
出
し
た
の
で
あ
れ
ば
、

こ
れ
ほ
ど
の
保
障
額
に
な
る
こ
と
は
な
い
。

し
か
し
現
実
に
は
、
家
計
運
営
上
の
必
要
性

を
無
視
し
た
保
障
設
計
が
多
い
。

　

特
に
、
Ｂ
子
さ
ん
の
夫
の
よ
う
な
高
額
所

得
者
は
、
払
え
る
保
険
料
額
か
ら
保
障
設
計

を
す
る
こ
と
が
ま
ま
あ
る
。
死
亡
保
障
の
た

め
だ
け
で
月
々
合
計
９
万
円
近
く
も
の
保
険

料
を
負
担
し
な
が
ら
、
支
払
い
能
力
が
あ
る

ば
か
り
に
負
担
感
を
感
じ
て
い
な
い
。
家
計

運
営
上
も
支
障
が
な
い
た
め
、
そ
の
ま
ま
に

な
り
が
ち
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
い
く
ら
保
険
料
支
払
い
能
力
が

あ
っ
て
も
、
本
来
備
え
る
必
要
の
な
い
保
障

の
た
め
に
保
険
料
支
出
が
続
く
の
は
、
ム
ダ

遣
い
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
特
に
こ
の

ケ
ー
ス
は
、
妻
の
Ｂ
子
さ
ん
に
も
十
分
な
収

入
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
ム
ダ
を
感
じ
に
く
く

な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ゆ
と
り
の
あ
る
家
計

「高額所得者である夫の生命保険が
高すぎる気がする。どう見直せばよいか」
　大手企業役員の夫は、高額の生命保険に加入しています。まだ学生の子どもが２人い
ますが、専門職で働く妻の私も自活できるだけの収入があり、こんなに大きな保障はい
らないと考えます（図表１参照）。夫が高収入を得ていることや共働きであることから、
教育費、住宅ローン返済など家計上の不安はありませんが、退職後に家計が回るかはや
や心配です。夫は65歳まで勤められる予定です。保険を減らし、個人年金を増やすべき
でしょうか。（Ｂ子さん・51歳・専門職）

　子どもの年齢が大きいことやＢ子さんに経済力があることから、生命保険による遺族
保障はほとんどいらないケースです。民間生保の定期付終身保険は解約しても構わない
でしょう。団体定期保険も本来は減額を検討すべきです。医療保障がなくなるので医療
保険、がん保険への加入も提案できますが、資産が十分にあるのであえて保険に入らな
くても不安はありません。老後資金作りについては、保険料負担が下がった分を積立貯
蓄や積立投信など、資産形成に回すとよいでしょう。

浅田里花
生活設計塾クルー
ＣＦＰ®

証券会社、独立系ＦＰ
会社を経てフリーに。
生活者対象の相談業務
のほか執筆、講演活動
を行う。近著に『Ｑ＆
Ａで学ぶライフプラン
別営業術』（近代セー
ルス社）がある。

リスクマネジメント

FP相談
実践事例集

図表１　相談者のプロフィール

●家族構成
夫　　　　　　 （55歳）　会社役員
妻（Ｂ子さん）　（51歳）　専門職
長男　　　　　 （23歳）　大学院生
次男　　　　　 （21歳）　大学生

●資産状況
夫の年収…………2,200万円
Ｂ子さんの年収…700～800万円
持ち家（住宅ローン残り８年）
預貯金等…………約3,000万円
有価証券…………約2,000万円
夫の退職金………約5,000万円（予定）
夫の年金（厚生年金＋企業年金）
　…………………年金額見込320万円

図表２　保障設計のイメージ

会社の福利厚生
団体生命保険など  

遺族基礎年金・遺族厚生年金 

保険 

すでに備わっている
保障

上乗せ保障を
生命保険で 
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